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図4を見て，難民発生国の多い地域を一つ以上あげなさ
い。

ルワンダ紛争のツチとフツの対立の背景を，本文から抜き出
して「～によるもの」という文で答えなさい。チェックA チェックB

1リビア沖でNGOに救出された，アフリカからヨーロッパに向かっていた難民（2016年）

2地中海やバルカン半島からヨーロッパに
流入した人数（2015年）【UNHCR資料】

3難民キャンプで健康診
しん

断
だん

を受けるロヒン
ギャ難民（バングラデシュ，2017年）　ミャ
ンマー西部の，バングラデシュとの国境付
近に住むムスリムはロヒンギャとよばれる。

5クルド人が多い地域【CIA資料】　クルド人の居住地
域（クルディスタン）は，図のように複数の国にまたが
っており，いずれの国においても少数民族となってい
る。

4国別・地域別難民発生数とおもな難民受け入れ国，第二次世界大戦後のおもな地域紛
ふん

争
そう

【UNHCR資料ほか】
日本は1981年に難民条約を批

ひ

准
じゅん

したが，難民受け入れ人数はきわめて少ない。日本の
難民認定基準が厳しいことがその直接的要因だが，その背景には難民の人権を守るこ
とに対する関心の薄

うす

さもある。難民の定義はp.220の用語解説を参照。

　2011年から続くシリア内戦によって，シリア
国内外で約1200万人が家を追われ，うち約360
万人がトルコへ避

ひ

難
なん

したといわれています。故
郷から離

はな

れ，言語も異なるトルコで長期にわた
って暮らす彼

かれ

らの生活は過
か

酷
こく

です。難民のなか
でも，とりわけ弱い立場にいる女性や子どもた
ちの居場所をつくるのが私の仕事です。公民館
のような役割のコミュニティセンターを運営し，
彼らの避難先での生活が少しでも改善されるよ
う，ネットワークをつくり，助け合いのできる
環
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きょう

を整えています。
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　　　　　　　　　　　　　2015年，100万人をこえる人々が西ア

ジアやアフリカからヨーロッパに押
お

し寄せた。彼
かれ

らのおもな出身国はシリア，アフガニスタンやエリト

リア，スーダンなどで，その経路は地中海やバルカン半島を経由し

てイタリアやギリシャなどに達するものであった。彼らは難民とし

てドイツ，スウェーデン，イタリア，フランスなどに受け入れられ

たが，受け入れの是
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をめぐるEU内での不調和や，受け入れ国内

での文化的な摩
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からのがれようとしたりした人々である。

難民発生の背景となる紛争は，異なる民族間の対立という形をとる

ことが多い。

　近代国家は，共通の文化 ·言語をもつ民族のまとまりを中心に形

成された国民国家（民族国家）を理想としたが，現実には一つの民族

によって成り立っている国はほとんどなく，多くは多民族国家であ

る。多民族国家の場合，どの言語が公用語として使われるかによっ

て，それ以外の言語を母語とする人々は政治的・経
けい

済
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場に立つことになる。また，多数派の民族が少数派の民族よりも政

治的に優位に立つことによって不平等が生じ，対立が生まれること

もある。民族問題の多くはこうした背景をもつ。

　　　　　　　　　　　　　第二次世界大戦後，東西冷戦とよばれ

る構図が形成され，世界は資本主義陣
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営
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と社会主義陣営にわかれて対立する状
じょう

況
きょう

が続いた。しかし，ソ連
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の崩
ほう

壊
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によってその構図がくずれ，1990年代になるとそれまで東

西陣営の支
し

援
えん

によって支えられていた脆
ぜい

弱
じゃく

な政治体制をもつ国の多

くが崩壊し，民族紛争が続けておこった。紛争は2000年以降も一

部の地域で長期化する一方，イスラーム原理主義などの宗教を掲
かか

げ

る勢力が台
たい

頭
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するほか，テロリズムという新しい形をとるようにも

なった。アメリカ同時多発テロ事件のアルカイダや，イラク戦争や

シリア内戦をきっかけに活動を活発化させた I
アイシル

SILはそのような例

である。

　民族紛争は，しばしばヨーロッパによる過去の植民地支配を背景

としている。例えばルワンダ紛争のツチとフツの対立は，ベルギー

統治時代の差別的な分
ぶん

断
だん

統治によって生じたものである。またミャ

ンマーのロヒンギャ問題は，イギリス統治時代の民族移動に起源を

もつ。このように，民族問題は複数民族の存在によって直
ただ

ちに生じ

るものではなく，何らかの歴史的背景をもつことが多い。
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令和 4年度用　内容解説資料　地総 701

東京書籍「地理総合」教科書

インタビューコラム「国際協力の最前線」ご紹介

地球的課題に携わる８人の方々への
インタビュー「国際協力の最前線」は，
第２編 第２章「さまざまな地球的課題と 
国際協力」の各節に掲載。それぞれの 
具体的な取り組みを知ることができます。

国際協力の現場の声を，
キャリア教育につなげます。

多くの生徒にとっては，
海外の話題って，

やっぱり遠いイメージ？

実際に働く方の
話に触れてみるのが

オススメじゃ！

さらに「Dマークコンテンツ」として，
長文版のインタビューをWeb上に掲載。
もちろん生徒もアクセスできます。

〈 教科書 p.150 ｰ 151 〉
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民族問題 · 難民問題
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民
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問
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図4を見て，難民発生国の多い地域を一つ以上あげなさ
い。

ルワンダ紛争のツチとフツの対立の背景を，本文から抜き出
して「～によるもの」という文で答えなさい。チェックA チェックB

1リビア沖でNGOに救出された，アフリカからヨーロッパに向かっていた難民（2016年）

2地中海やバルカン半島からヨーロッパに
流入した人数（2015年）【UNHCR資料】

3難民キャンプで健康診
しん

断
だん

を受けるロヒン
ギャ難民（バングラデシュ，2017年）　ミャ
ンマー西部の，バングラデシュとの国境付
近に住むムスリムはロヒンギャとよばれる。

5クルド人が多い地域【CIA資料】　クルド人の居住地
域（クルディスタン）は，図のように複数の国にまたが
っており，いずれの国においても少数民族となってい
る。

4国別・地域別難民発生数とおもな難民受け入れ国，第二次世界大戦後のおもな地域紛
ふん

争
そう

【UNHCR資料ほか】
日本は1981年に難民条約を批

ひ

准
じゅん

したが，難民受け入れ人数はきわめて少ない。日本の
難民認定基準が厳しいことがその直接的要因だが，その背景には難民の人権を守るこ
とに対する関心の薄

うす

さもある。難民の定義はp.220の用語解説を参照。

　2011年から続くシリア内戦によって，シリア
国内外で約1200万人が家を追われ，うち約360
万人がトルコへ避

ひ

難
なん

したといわれています。故
郷から離

はな

れ，言語も異なるトルコで長期にわた
って暮らす彼

かれ

らの生活は過
か

酷
こく

です。難民のなか
でも，とりわけ弱い立場にいる女性や子どもた
ちの居場所をつくるのが私の仕事です。公民館
のような役割のコミュニティセンターを運営し，
彼らの避難先での生活が少しでも改善されるよ
う，ネットワークをつくり，助け合いのできる
環
かん

境
きょう

を整えています。

NGO「難民を助ける会（AAR 
Japan）」の吉

よし

川
かわ

剛
たけ

史
ふみ

さん

トルコで暮らすシリア
難民の生活に安心を
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下線の文字：国連の平和維持
活動（PKO）が展開された紛争
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　　　　　　　　　　　　　2015年，100万人をこえる人々が西ア

ジアやアフリカからヨーロッパに押
お

し寄せた。彼
かれ

らのおもな出身国はシリア，アフガニスタンやエリト

リア，スーダンなどで，その経路は地中海やバルカン半島を経由し

てイタリアやギリシャなどに達するものであった。彼らは難民とし

てドイツ，スウェーデン，イタリア，フランスなどに受け入れられ

たが，受け入れの是
ぜ

非
ひ

をめぐるEU内での不調和や，受け入れ国内

での文化的な摩
ま

擦
さつ

などの深
しん

刻
こく

な問題が生じている。

　　　　　　　　　　　　　ヨーロッパに流入した難民の多くは，

政治的抑
よく

圧
あつ

にあったり，紛
ふん

争
そう

や，紛争

を背景とする飢
き

餓
が

や貧
ひん

困
こん

からのがれようとしたりした人々である。

難民発生の背景となる紛争は，異なる民族間の対立という形をとる

ことが多い。

　近代国家は，共通の文化 ·言語をもつ民族のまとまりを中心に形

成された国民国家（民族国家）を理想としたが，現実には一つの民族

によって成り立っている国はほとんどなく，多くは多民族国家であ

る。多民族国家の場合，どの言語が公用語として使われるかによっ

て，それ以外の言語を母語とする人々は政治的・経
けい

済
ざい

的に不利な立

ヨーロッパでおこった
難民危機

1

2

p.220

p.162

難民と民族問題

p.219

場に立つことになる。また，多数派の民族が少数派の民族よりも政

治的に優位に立つことによって不平等が生じ，対立が生まれること

もある。民族問題の多くはこうした背景をもつ。

　　　　　　　　　　　　　第二次世界大戦後，東西冷戦とよばれ

る構図が形成され，世界は資本主義陣
じん

営
えい

と社会主義陣営にわかれて対立する状
じょう

況
きょう

が続いた。しかし，ソ連
れん

の崩
ほう

壊
かい

によってその構図がくずれ，1990年代になるとそれまで東

西陣営の支
し

援
えん

によって支えられていた脆
ぜい

弱
じゃく

な政治体制をもつ国の多

くが崩壊し，民族紛争が続けておこった。紛争は2000年以降も一

部の地域で長期化する一方，イスラーム原理主義などの宗教を掲
かか

げ

る勢力が台
たい

頭
とう

するほか，テロリズムという新しい形をとるようにも

なった。アメリカ同時多発テロ事件のアルカイダや，イラク戦争や

シリア内戦をきっかけに活動を活発化させた I
アイシル

SILはそのような例

である。

　民族紛争は，しばしばヨーロッパによる過去の植民地支配を背景

としている。例えばルワンダ紛争のツチとフツの対立は，ベルギー

統治時代の差別的な分
ぶん

断
だん

統治によって生じたものである。またミャ

ンマーのロヒンギャ問題は，イギリス統治時代の民族移動に起源を

もつ。このように，民族問題は複数民族の存在によって直
ただ

ちに生じ

るものではなく，何らかの歴史的背景をもつことが多い。

民族問題のさまざまな
背景

p.48

4

Islamic State in Iraq and the Levant

3

p.152

裏面をご覧ください



Q　現在のトルコでのお仕事について教えてください。
　トルコ南東部で，シリアから来た難民のため，公民館
のような役割のコミュニティセンターを運営しています。
難民というと，難民キャンプで生活しているイメージが
ありますが，実際にトルコにいるシリア難民の90％以上，
つまり300万人以上がアパートなどに暮らす「都市難民」
です。アパート暮らしならば彼

かれ

らの生活は楽なのかとい
うと，そうではありません。言語が異なるため周囲の人
とコミュニケーションをとれなかったり，ビザの問題も
あって働ける場所がほとんどなかったりします。また，
都市難民は個別に暮らしているので，トラブルが発生し
たときに相談する相手すらいません。そのうえ，帰国の
めどが立たないためこの状態がこれから先まだ何年続く
のかわからないのです。こうしたストレスの多い生活を
送っている彼らに居場所を提供することが現在の仕事で
す。

Q　具体的にはどのような活動をされているのでしょう
か。
　まずはどこに難民の方が住んでいるのかを地道に調査
します。そして，家庭を一軒

けん

ずつ回って，コミュニティ
センターの存在を知らせ，関係をきずいていきます。セ
ンターでは，楽しんでもらえる歌や踊

おど

りの催
もよお

しを企
き

画
かく

し
たり，安くて健康的なレシピを教える料理教室などを開
いたりすることで，皆

みな

さんに集まってもらえる機会と場
所を提供しています。シリア難民どうしだけではなく，
現地のトルコ人との交流が生まれたことで，たがいに助

け合えるようになった例もあります。
　日本人である私は，シリア人やトルコ人にとっては外
国人です。しかし第三者だからこそ，客観的な視点がも
てるかもしれません。もちろん，部外者ゆえの認識不足
に陥

おちい

らないよう，彼らから多くのことを学びつつ活動を
行っています。

Q　現在のお仕事を選んだ理由について教えてください。
　高校生のときに『トットちゃんとトットちゃんたち』を
読み，世界には私と同世代でありながら貧困に苦しむ人
たちがいることを知り，ショックを受けました。国際色
豊かな大学に進学したのは，国際協力に携

たずさ

わりたいとい
う願いからです。私は大学では社会学を学びましたが，
どの分野の学問でも国際協力で生かすことはできます。
チャレンジする姿勢があれば，自分のやり方次第で，多
くの可能性が広がる仕事だと思います。

1支
し

援
えん

が必要な難民を探すための聞き取り調査（トルコ，2017年）
3コミュニティセンターに通う子どもたちと吉

よし

川
かわ

さん（中央上）
（トルコ，2018年）

2健康的な食事のレシピを実演するイベント（トルコ，2018年）　栄
養バランスに関する知識不足が原因で，かたよった食生活を送る難
民も多い。なかには糖

とう

尿
にょう

病
びょう

をわずらって仕事を続けられなくなる人
もいる。そのような状

じょう

況
きょう

を少しでも改善するためにイベントが企
き

画
かく

された。

NGO「難民を助ける会（AAR Japan）」の
吉
よし

川
かわ

剛
たけ

史
ふみ

さん
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※写真提供：難民を助ける会（AAR Japan）

この資料は，一般社団法人教科書協会
「教科書発行者行動規範」に則っております。

「地理総合」教科書について，
東京書籍ホームページでも
特集しています。

ページ 単元 タイトル
125 地球環境問題 省エネ・再エネを進めて地球温暖化対策に貢献
133 資源・エネルギー問題 地熱発電の開発で人々に安定した電力を
137 人口問題 妊産婦を守る環境づくりを一歩ずつ
143 食料問題 途上国の農家に自信をつかむ成功体験を
147 居住・都市問題 地下鉄の建設を通してよりよい社会へ
151 民族問題 トルコで暮らすシリア難民の生活に安心を
155 持続可能な社会の実現をめざして 子どもたちに学ぶことの楽しさを知ってほしい
193 さまざまな自然災害と防災 「よりよい復興」を世界に広める

これぞ，
生のキャリア教育！

将来のイメージが
広がるかな？

こんな人がいる。
こんな働き方がある。

生徒たちにも
出会わせたい。
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